
美深町年表（抜粋）
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松浦武四郎、天塩川を遡り天塩国上川郡、中川郡

を探検する。

内田瀞、柳本道義ら植民地撰定測量のため来村調

査する。

｢北海道植民地撰定報文」が刊行され、この中で初め

てピウカ原野オンネナイ原野が紹介される。

この頃玉井捨三郎、獣皮買、鮭漁に入地する。

平喜三郎当時に初めて開拓の鍬を下ろす。

〈美深町開基〉

仮定県道、恩根内７線まで開通。

区割り設定実施される。

山梨磐作入植。

長野県人宮原代太郎武信組を組織して入村。

天塩国中川郡を上川支庁に編入、剣淵外３カ村戸

長役場所属となる。

〈上川郡剣淵外三カ村中川郡各村戸長役場〉

徳島県人笠原新吉、恩根内地区に入地。

恩根内16線に官設渡船場設置。

美深２線と17線に官設渡船場、美深２線にピウカ

駅逓所設置される。

上名寄郵便局を設置、恩根内まで管轄する。

オンネナイ駅逓所設置。

大久保農場で水田の試作実施。

近藤農場内に初めて簡易教育所設置。

本町初の里道美深５線、11線道路完成する。

恩根内に至る仮定県道竣工。

大凶作

美深７線に美深簡易教育所正式開所。

恩根内16線簡易教育所設置。

５線に美深郵便局を設置。

旧厚生小学校、恩根内８線簡易教育所として開校。

村医として名寄より深山竹松を招じ診療所を設ける。

美深簡易教育所を８線西３番地に移転新築。

下名寄巡査駐在所を美深５線に設置。

〈本町警察の初め〉

中川郡に中川村設置、上名寄外３村戸長役場所属。

中川郡は下名寄村、中川村の２村になる。

オグルマナイ部落に岩井農場開く。

上名寄外３カ村戸長役場から分離、下名寄外１村

戸長役場を美深５線に開庁。

竹内善兵衛、福島団体長としてニウプに来住。

下名寄村戸数 1,125戸　5,252人

恩根内18線渡船場（小車）私設。

美深郵便局で電信事務（電報取扱）開始。

ウルベシ簡易教育所開所（玉川小の前身)。

美深二三四青年会発足。〈美深青年会の初め〉

俣野大治郎、美深９線で俣野医院を開業。

〈本町初の個人病院〉
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２線の駅逓所を９線に移設。

美深尋常小学校５線分教場（辺渓小）開校。

９線役場敷地内に隔離病舎設置。

美深衛生組合設立。

天塩農事試作場を９線に設置。

天塩線を宗谷線と呼称。

美深、恩根内駅舎完成。

紋穂内駅舎設置。

下名寄私設消防組結成（本町消防の起こり）。

宗谷線名寄～恩根内間開通。

恩根内郵便局設置。

市街地区画の制定。

ニウプ駅逓所設置（ニウプ25線)。

中川村分離、下名寄村戸長役場。

美深尋常高等小学校14線（斑渓）特別教授場開校。

宗谷線恩根内～音威子府間開通。

天塩川沿岸に薄荷の栽培始まる。

恩根内第２尋常小学校所属 25 線特別教授場（楠小）

開校。

北海道木材株式会社美深工場操業開始、自家発電

を始める（本町初の電気使用) 。

仁宇布に至る道路全通。

５線に日本製麻会社美深工場設立。

恩根内４線（紋穂内）に官設渡船場設置。

美深駅で公衆電報取り扱い開始。

北海２級町村体制を実施、初代村長に立石文雄。

第１回村議会議員選挙執行（定員12名)。

村内20区に分けて部長制度をとる（組長より引継)。

恩根内第１尋常小学校所属恩根内11線（オテレコッ

ペ）特別教授場開校。

農事試作場で農業気象観測始まる。

北海木材工場自家発電により市街地電化なる。

農産物検査所設置。

恩根内第２尋常小学校所属辺別毛内特別教授場（清

水小）開校。

美深尋常高等小学校所属雄木禽特別教授場開校。

恩根内第２尋常小学校所属御車内特別教授場開校。

小笠原一族南米に移住。

下名寄村誌刊行。

1909
（明治42）

1910
（明治43）

1911
（明治44）

1912
（明治45）

1913
（大正２）

1914
（大正３）

1915
（大正４）

1888
（明治21）

1891
（明治24）

1895
（明治28）

1899
（明治32）

1900
（明治33）

1901
（明治34）

1902
（明治35）

1903
（明治36）

1904
（明治37）

1905
（明治38）

1906
（明治39）

1907
（明治40）

1908
（明治41）

はっ か

1916
（大正５）

1917
（大正６）

1918
（大正７）

大正４年頃の美深大通り商店街
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西　暦
（年代）お　も　な　出　来　事 お　も　な　出　来　事

1944
（昭和19）

1945
（昭和20）

1946
（昭和21）

1947
（昭和22）

1948
（昭和23）
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（昭和24）
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（昭和25）
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（昭和26）

1952
（昭和27）
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北海道農産物検査所恩根内駐在所設置。

智恵文村分村、同時に下名寄村を美深村と改称。

本町で初めて電話開通（電話交換業務開始）。

第１回国勢調査（美深村 2,045戸、10,991人）。

美深橋架設。〈本町天塩川架橋第１号〉

仁宇布発電所営業開始。

名寄区裁判所美深出張所開庁（登記所）。

町内国道架橋第１号恩根内橋完成（16線渡船廃止）。

石崎喜代松初代町長に就任。

北海道１級町村制施行により美深町と改称。

紋穂内で石炭掘る。

美深土功合かんがい溝竣工、通水式を行う。

ホルスタイン牛導入される。

第２回国勢調査（世帯 1,814  人口 10,149）

大豊作、造田熱高まる。

恩根内川東、清水地区に定刻在郷軍人農業経営団

15戸64名集団入地。

北海道拓殖銀行美深派出所営業開始。

本町に初めてラジオ入る。

池田文二２代目町長に就任。平喜三郎死去。

美深町大火（停車場附近より出火。全市街、鳥有

に帰す）。

役場庁舎、字東１条北５丁目に新築。

堀捨次郎３代目町長に就任。

恵深橋竣工（渡船を廃止）。

第３回国勢調査（世帯 1,958  人口 11,708）

最低気温－41.5℃を記録。

美深枝幸間鉄道敷設第１回現地踏査実施。

美深商工会発足。

本町水稲面積 2,201町５反を記録する。

大水害発生、被害面積 1,003町８反、大凶作収穫

皆無。

美深～名寄間乗合自動車（中央自動車商会）運転

開始。

冷害凶作、水田 1,962町１反のうち 1,840町８反収

穫皆無にあう。

恩根内に水銀発見される。

美深大橋架橋（美深17線渡船場廃止）。

仁宇布植民軌道、仁宇布25線まで開通する。

第４回国勢調査（世帯 1,914  人口 11,713)

美深町字名番地改正。

美深消防組に自動車ポンプ入る（本町初）。

美深幼稚園開設。

詩人野口雨情来町「美深歌謡十二章」を残す。

第５回国勢調査（世帯 1,851  人口 11,314）

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

冷害凶作。

山田為吉４代目町長に就任。

融雪水害。

美深町国民健康保険組合設立。

美深町森林組合創立。

美深町土地改良５カ年計画樹立。

道支弁森林軌道ニウプ25線より30線まで延長、そ

の後24、25、26年各支線延長する。

天塩川木材工業株式会社創立。

美深国の子寮（育成園）設立。

小車水銀鉱閉鎖。

元木松右ェ門５代目町長に就任。

美深町農民同盟結成。

豊清水駅仮停車場設置。

天木、日通、北教組、北電、全逓など労働組合の

結成をみる。

公選第１回町長選挙、西尾六七 6代目町長に就任。

美深警防団改組、美深消防団を組織。

恩根内消防団を組織。

美深、恩根内中学校開校。

美深公民館開設、各部落に分館設置。

美深中学校仁宇布分校設置。

第１期美深町農業復興５カ年計画を樹立。

功村電化事業が始められる。

臨時国勢調査（世帯 2,240  人口 12,455）

自治体警察制度により、美深警察署設置。

開基50周年記念式典挙行。

町歌、町章制定。

初野臨時乗降場設置。

美深～枝幸間鉄道敷設、衆議院請願採択なる。

北海道名寄農業高等学校美深分校（定時制）開校。

役場恩根内出張所開所。

北海道水産ふ化場天塩支場開場。

北海道美深林務署開署。

東清水駅開業。

拓銀事件発生。

美深商工会議所設立（まもなく商工会と改称）。

有線放送施設全農家に設置、放送開始（昭41廃止）。

国勢調査（世帯 2,328  人口 13,360）

美深駅名「ぴうか」を「びふか」に呼名改正。

美深広報第１号発行。

美深町史刊行。

町立美深高等酪農学校開校。

美深町工業誘致条例制定。

名寄高等学校美深分校、第２種高等学校に転換、

北海道美深高等学校として独立。

西町に本町最初の公営住宅第１種10棟10戸を建設

する。

美深総合グラウンド完成。

美深町教育委員会設置発足。

1923
（大正12）

1925
（大正14）

1926
（大正15）
（昭和元）

1927
（昭和２）

1928
（昭和３）

1930
（昭和５）

1931
（昭和６）

1932
（昭和７）

1934
（昭和９）

1935
（昭和10）

1936
（昭和11）

1939
（昭和14）

1940
（昭和15）

1941
（昭和16）

1942
（昭和17）

1943
（昭和18）

1922
（大正11）

1919
（大正８）

1920
（大正９）

1921
（大正10）



第２回商工まつりミス美深の市中行進
（昭和41年７月25日）

1953
（昭和28）
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西　暦
（年代）

西　暦
（年代）お　も　な　出　来　事 お　も　な　出　来　事

1964
（昭和39）

1965
（昭和40）

1966
（昭和41）

1967
（昭和42）

1968
（昭和43）

1969
（昭和44）
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第２期農業復興５カ年計画樹立。

天塩川氾濫大水害発生、災害救助法の適用受ける。

美深警察署設置。

美幸線敷設促進期成会結成。

美深町社会福祉協議会設立。

美深町都市計画樹立（法適用 昭30.４.４）。

台風15号襲来、災害救助法の適用受ける。

清水地区開拓入植開始。

有線放送仁宇布地区開通。

大水害。

中国人俘虜殉難者慰霊祭執行。

美深町を含む１市８カ町村名寄地域集約酪農地区

の指定を受ける。

国勢調査（世帯 2,464 人口 13,876）

都市計画区域指定。

国鉄宗谷本線南美深臨時乗降場設置。

新農山村漁村建設地域の指定を受ける。

町民憩の日制定、第１回町民運動会並びに芸能大

会開く。

冷害大凶作水稲収穫皆無。

美深小唄美深音頭完成。

第１回産業祭挙行、各種行事を実施。

新農村建設事業開始第１次菊丘草地造成共同作業

所など実施。

町体育指導員制度設ける。

第２期農業復興５カ年計画完遂、乳牛 1,000頭突

破記念式典挙行。

美幸線工事着工式・記念行事実施。

美深町開基60周年記念式典挙行、各種記念事業実施。

高酪校内に郷土博物館を併設。

自転車税、荷車税、ミシン税、犬税を４月１日よ

り廃止。

第１期美深町総合開発計画樹立。町地下資源開発

５カ年計画樹立。

国民健康保険完全５割給付なる。

中村元明、水稲新種「中村白毛」を開発。

各区に「ひまわり会」を組織、美深町青少年育成

協議会結成。

美深町体育連盟を結成。

へき地農村電気導入事業開始（第１年次玉川、泉

地区）。

国勢調査（世帯 2,773  人口 14,046)

町立病院を北海道厚生農業協同組合連合会に経営

移管「美深厚生病院」に名称変更。

菊丘パイロット事業着手。

農業構造改善事業パイロット地区の指定受ける

（西里）初年度事業を始める。

郷土博物館開館。

美深文化連盟結成。

長雨災害凶作、救農土木工事実施される。

美深町役場（西町18番地）新築落成式挙行。
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道道紋穂内橋竣工、渡船を廃止。

清水部落簡易水道施設完成。

仁宇布植民軌道廃止。

美深町交通安全推進協議会設立「交通安全町」を

宣言。

美深町第２期総合開発計画樹立。

美深町町政調査員制度を設ける。

美深町を含む１市３町協同し尿処理組合発足。

豊作、産米出荷 3万734俵。

辺渓小学校を美深小学校に統合、スクールバス運行。

集団赤痢発生。

美幸線、美深～仁宇布間開通。

仁宇布地区に電気導入される。

美深町立第二小学校開校。

楠小学校を恩根内小学校に、厚生中学校を美深中

学校に、公徳中学校を恩根内中学校に統合。

第一回商工祭り開かれる。

菊丘、仁宇布スキー場開設。

美深町乳牛 2,000頭を突破する。

国勢調査（世帯 3,055  人口 13,490）

玉川中学校を美深中学校に統合。

上水道施設完成、給水開始（給水戸数 1,248戸　 

5,866人）

へき地電気導入事業で未点灯農家概ね解消される。

豪雪（40年11月～41年４月新積雪合計、仁宇布駅

19.4メートル、美深駅 13.7メートル、美深農業気

象観測所 10.8メートル、過去50カ年平均 7.0メー

トル）

冷害凶作（救農土木事業実施）。

各区に児童遊園地を整備する。

長谷部秀見、第７代町長に就任。

富岡遺跡発掘調査実施。

大豊作、産米出荷 7万俵を突破する。

町内初の交通信号機設置（国道と駅前通りの交点)。

美深町旗制定。

菊丘浄水場に樹霊碑建立。

農協合理化澱粉工場新設操業開始。

美深町開基70周年記念式典挙行。

産米出荷で本町米作史上最高の９万3,082俵を記録。

美深電報電話局、ダイヤル式自動電話に切替。

天塩川紋穂内地区ショートカット工事完成。

美深町山村振興法の指定を受ける。

1956
（昭和31）

1957
（昭和32）

1958
（昭和33）

1959
（昭和34）

1960
（昭和35）

1961
（昭和36）

1962
（昭和37）

1963
（昭和38）

1954
（昭和29）

1955
（昭和30）




